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�
は
�
�
で
�
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
農
業
に
興
味
を
持
ち
�
�
と
共
に

二
本
松
市
に
�
住
を
決
め
て
�
農
し
ま

し
た
。
今
年
で
３
年
目
を
�
え
る
今
は

キ
ュ
ウ
リ
や
�
ね
�
、
米
な
ど
を
栽
培
し

て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
�
に
農
業
体
験
を
す
る
�
会

が
あ
り
、
農
業
の
楽
し
さ
を
知
り
�
農

を
決
め
ま
し
た
。
�
が
二
本
松
市
の
高
校

出
身
だ
っ
た
こ
と
や
、
た
ま
た
ま
見
た
新

聞
記
事
で
興
味
を
持
ち
、
�
住
を
決
め

ま
し
た
。
初
め
て
の
農
作
業
で
わ
か
ら
な

い
事
ば
か
り
で
し
た
が
�
農
支
援
�
度

の
研
修
で
、１
年
間
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
�

心
に
い
ろ
ん
な
作
物
の
研
修
を
し
ま
し

た
。
�
が
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
を
�
イ
ン
に

�
当
し
、
�
と
�
と
家
�
協
力
し
て
農

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
作
業
�
に

相
�
が
で
き
る
の
は
家
�
農
業
の
大
き

な
�
力
で
す
。
�
め
ら
れ
て
始
め
た
キ
ュ

ウ
リ
栽
培
で
す
が
、
�
年
�
え
る
知
�

や
新
し
く
�
度
維
持
の
た
め
に
導
�
し

た
�
�
�
な
ど
、
手
間
を
掛
け
た
�
高

品
質
な
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
管
理
に
つ
な
が

り
楽
し
い
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　
�
住
し
て
き
た
�
は
、�
防
�
や
農
家

で
行
う
林
業
活
動
に
�
�
�
に
参
加
す

る
こ
と
で
、地
域
の
一
員
と
し
て
つ
な
が

り
を
大
�
に
し
て
い
ま
す
。今
後
は
栽
培

す
る
作
物
を
�
や
す
こ
と
や
�
�
を
�

大
す
る
こ
と
も
目
�
で
す
が
、�
作
�
�

地
を
家
�
の
力
で
再
び
農
地
と
し
て
活

用
し
て
地
域
活
性
化
や
農
業
振
興
に
�

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。さ
ら
に
こ
れ
か

ら
先
も
変
わ
ら
ず
�
費
者
の
�
さ
ん
へ
、

お
い
し
い
野
�
を
�
け
る
た
め
日
々
新
し

い
事
に
チ
�
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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農
業
と
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少

や
高
齢
化
、
気
象
変
動
な
ど
の
環
境
問
題
、
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
影
響
を
受
け
た
農
業
の
国
際
的
な
競
争
激
化
、
農
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
農
業
化
（
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ

ト
・
ド
ロ
ー
ン
等
）、
食
の
安
全
性
や
地
産
地
消
な
ど
消
費

者
の
意
識
変
化
な
ど
多
岐
に
渡
り
大
き
く
変
化
し
て
お
り
加

速
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
農
業

は
効
率
化
と
持
続
可
能
性
を
追
求
し
、
Ｊ
Ａ
は
そ
の
支
援
を

最
大
限
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

四
半
世
紀
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」
を
踏
ま
え
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
や
環
境
と
の
調

和
、
生
物
多
様
性
の
安
全
と
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
、
ス

マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
農
業
技
術
革
新
へ
の
対
応
と
生
産
性
向

上
へ
の
対
応
と
今
ま
で
に
な
い
経
営
環
境
の
高
度
化
が
望
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
の
Ｄ
Ｘ
レ
ポ
ー
ト
で
は
「
２
０
２
５

年
の
崖
」
問
題
と
し
て
Ｄ
Ｘ
推
進
を
行
え
な
い
、
経
営
改
革

が
行
わ
れ
な
い
組
織
は
損
失
が
生
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒
制
度
に
対
応
し
た
実
効
性

の
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
を
深
化
し
持
続
可
能
な

Ｊ
Ａ
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
中
期
経
営
計
画
書
「
第
４
期
み
ら
い
ろ

プ
ラ
ン
」
の
初
年
度
と
し
て
「
食
料
・
農
業
戦
略
」「
地
域

く
ら
し
戦
略
」「
経
営
基
盤
強
化
戦
略
」「
広
報
戦
略
」
の
目

標
・
実
績
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
達
成
状
況
の
進
捗
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

つ
い
て
は
取
り
巻
く
内
外
情
勢
や
環
境
を
踏
ま
え
、
基
本

方
針
を
次
の
と
お
り
掲
げ
て
進
め
ま
す
。

組
合
員
や
地
域
社
会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
力
を
あ
わ
せ
、

一
歩
先
を
見
据
え
た
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
本
に

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
実
践
を
通
し
「
次
代
に
つ

な
ぐ
日
本
一
の
産
地
づ
く
り
」
と
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
達

成
を
支
え
る「
仕
組
み
づ
く
り
」を
柱
に「
食
と
農
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
創
造
」
を
目
指
し
農
業
を
基
盤
と
し
た
持
続
可

能
な
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

１
．
食
料
・
農
業
戦
略

　

○
農
業
経
営
意
向
調
査
に
基
づ
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
づ
く
り

　

○�

土
壌
分
析
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
環
境
配
慮
型
営
農
指

基
本
方
針

　

５
月
29
日
、
第
10
回
通
常
総
代
会
を
パ
ル
セ
い
い
ざ

か
で
開
き
ま
し
た
。
総
代
１
，０
０
０
人
の
う
ち
書
面
出

席
を
含
む
９
７
３
人
が
出
席
し
、
令
和
6
年
度
事
業
報

告
や
今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
４
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
（
中

期
経
営
計
画
）
及
び
地
域
農
業
振
興
計
画
な
ど
全
６
議

案
と
付
帯
決
議
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
24
年
度
は
『
第
３
期
み
ら
い

ろ
プ
ラ
ン
』
の
最
終
年
度
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
に

貢
献
で
き
た
と
確
信
し
て
い
る
。
主
力
品
種
で
あ
る
桃

や
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
販
売
高
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、

Ｊ
Ａ
全
体
の
農
畜
産
物
販
売
高
も
目
標
を
大
き
く
超
え

る
３
３
３
億
７
千
万
円
と
な
っ
た
。
第
４
期
を
迎
え
た

今
年
度
は
、『
国
消
国
産
』
の
理
解
醸
成
や
協
同
組
合
の

意
義
を
発
信
し
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議　　　案
第１号議案　令和６年度事業報告及び剰余金処分案の承認について
報告事項　　令和６年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに
　　　　　　会計監査人の監査報告及び監事の監査報告について
第２号議案　中期経営計画書「第４期みらいろプラン」及び地域農業
　　　　　　振興計画（令和７年度～令和９年度）の設定について
第３号議案　令和７年度事業計画の設定について（自己改革工程表含む）
第４号議案　令和７年度における理事及び監事の報酬について
第５号議案　役員の選任について
第６号議案　役員退職慰労金の支給について
付帯決議
　　１．�決議事項中行政庁の認可、承認等を必要とするものについて、総代会

の決議内容を変えない字句等の変更は、理事会に一任する。
　　２．�事業計画の変更については、年度途中でその一部について軽微な変更

を要するに至ったときは、理事会においてその変更をなすことができ
ることとする。

報告事項　　JAバンク基本方針の変更について

導
の
展
開

　

○
営
農
経
済
部
門
に
お
け
る
効
率
化
追
求

　

○
農
業
関
連
施
設
の
更
新
対
策
及
び
永
続
的
利
用
施
策

　

○
適
正
価
格
形
成
へ
の
取
り
組
み
強
化

２
．
地
域
く
ら
し
戦
略

　

○
12
市
町
村
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
活
動
強
化

　

○�

国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
）
の
意
義
発
信

と
協
同
運
動
啓
蒙

　

○
施
設
利
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

○�

基
礎
組
織
活
動
の
在
り
方
検
討
（
農
事
組
合
・
農
振
会
・

支
部
等
）

３
．
経
営
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
活
用
に
よ
る
事
業
方
式
改
変

　

○�

支
店
再
編
後
の
組
合
員
・
利
用
者
と
の
接
点
強
化
、
出

向
く
体
制
強
化

　

○�

支
店
再
編
後
の
施
設
利
活
用
対
策
検
討

　

○
合
併
10
周
年
記
念
式
典
の
開
催

　

○�

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
遂
行
と
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒

制
度
へ
の
対
応

４
．
広
報
戦
略

　

○�

組
合
員
組
織
の
情
報

発
信
機
会
の
創
出
と

情
報
ツ
ー
ル
の
構
築

　

○�

総
合
事
業
を
通
じ
た

Ｐ
Ｒ
強
化
と
Ｊ
Ａ
ふ
く

し
ま
未
来
ブ
ラ
ン
ド

強
化

▲�議長をする丹治秀雄さん㊧
佐藤正義さん

▲�議案を承認する総代

▲表彰を受ける神田さん

▲投票をする総代

優
績
組
合
員
等
表
彰

　

日
頃
、
事
業
運
営
に
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
組
織
代
表
者
及
び
組
合
員
の
皆
様
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
組
織
基

盤
の
強
化
並
び
に
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
一
体

的
事
業
運
営
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
表

彰
す
る
。

�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
事
業
推
進
功
労
者
表
彰

　
⃝
本
店
部
会
連
絡
協
議
会

　
り
ん
ご
部
会

�

前
会
長

奈
良
輪
光
功

　
ぶ
ど
う
部
会

�

前
会
長

佐
藤
三
吉

　
ぶ
ど
う
部
会

前
副
会
長

大
橋　

亨

　
い
ち
ご
部
会

前
会
長

神
田
勇
雄

　
き
ゅ
う
り
部
会

前
副
会
長

阿
部
與
一

　

に
ら
部
会

前
副
会
長

菅
野
秋
仁

　
春
菊
部
会

前
副
会
長

丸
山
庄
一

　
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト
部
会

前
副
会
長　

志
賀
忠
三
郎

　
し
い
た
け
部
会

前
副
会
長

佐
藤
芳
樹

　
和
牛
繁
殖
部
会

前
副
会
長

猪
狩
嘉
隆

　
酪
農
部
会

前
副
会
長

佐
藤
一
之

　
⃝
女
性
部
本
部

�

前
部
長

千
枝
浩
美

前
副
部
長

菅
野
好
子

前
副
部
長

黒
沢
由
美

◆
販
売
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

但
木
秀
徳
、
梅
宮
一
志
、
佐
藤
恒
亮
、

梅
宮
進
也
、
長
南
昭
一

　
伊
達
地
区

�

梅
宮　

衛
、
星
野　

彰
、
大
橋
秀
規
、

井
砂　

聡

株
式
会
社
あ
ぶ
く
ま

�

代
表
取
締
役�

斎
藤
勇
一
郎

　
安
達
地
区

�

上
野
広
行
、
佐
藤
善
一
、三
浦
由
弘
、

大
内
宜
行

株
式
会
社�

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ー
ム

�

代
表
取
締
役�

佐
藤
一
之

　
そ
う
ま
地
区

福
田
栄
一
、
只
野
孝
一
、
小
澤
清
美
、

佐
藤
高
志

農
事
組
合
法
人�

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
磯
部

�
代
表
理
事
組
合
長�

唯
野
哲
夫

◆
購
買
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

�

廣
野
幸
浩
、
片
平
善
弘
、
梅
宮
照
彦

有
限
会
社�

ま
る
せ
い
果
樹
園

�

代
表
取
締
役�
佐
藤
清
一

農
事
組
合
法
人�

ヒ
ュ
ッ
テ
フ
ァ
ー
ム

�

代
表
理
事�
菅
野
泰
彦

　
伊
達
地
区

�

野
田　

譲
、
五
幣
治
男
、
渋
谷
貞
明
、

徳
江　

忠
、
野
田
源
吉

　
安
達
地
区

�

泉　

佳
男
、
熊
田
克
弘
、
三
浦
喜
富
、　

大
内
秋
吉
、
青
野
一
彦

　
そ
う
ま
地
区

紺
野
夏
希
、
門
馬
美
貴
、
阿
部
俊
夫
、

和
田
山
孝
明

有
限
会
社�

高
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

�

代
表
取
締
役�

佐
々
木
教
喜

◆
優
良
集
落
営
農
組
織
表
彰

　
福
島
地
区

�

桜
本
中
西
部
環
境
保
全
会

�

会
長�

玉
根
吉
光

　
伊
達
地
区

�

保
原
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

�

組
合
長�

畑　

重
雄

　
安
達
地
区

�

糠
沢
集
落
営
農
組
合

�

組
合
長�

國
分
新
司

　
そ
う
ま
地
区

株
式
会
社
ア
グ
リ
鶴
谷

�

代
表
取
締
役�

清
信
眞
一

経営理念
未来への 心をつなぐ パートナー
“農をはぐくみ 地域をつなぐ”

私たちは「農業王国ふくしま」の新たな創造に挑戦します。
くらしの豊かさと安心を追求し、笑顔あふれる地域を未来へつなぎます。
私たちは、みなさま一人ひとりの心をつなぐパートナーの役割を、

誠実・確実に果たしてまいります。

一．ふるさと福島を愛し、豊かな自然、水、光を未来へつなぎます。
一．創造と挑戦により、多様な農業・文化を次代につなぎます。
一．豊かなくらしを創るため、協同活動の和をつなぎます。
一．地域の笑顔をいつまでも、人と人、心と心をつなぎます。

第10回 通常総代会
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こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
代
表
理
事
専
務
を
拝
命

し
、
総
務
・
金
融
共
済
・
営
農
経
済
の
全
部
門
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
果
た
す
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
国
内
情
勢
は
様
々

な
要
因
か
ら
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
環
境
を
打
破
し
、
地
域

と
共
に
一
歩
先
へ
進
む
た
め
、
本
年
度
か
ら
新
た
な
中

期
３
か
年
計
画
「
第
４
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
」、
お
よ

び
「
第
４
期
地
域
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
計
画
の
４
つ
の
基
本
戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

着
実
に
実
践
し
、
農
業
経
営
の
安
定
化
、
経
営
基
盤
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

で
あ
り
続
け
る
た
め
、
経
営
理
念
を
心
に
刻
み
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
役
割
を
担
う
人
材
育
成
に
注
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
特
段
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
紹
介

常
務
理
事

須
田　

淳
一

�

（
総
務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
）

常
務
理
事

加
藤　

光
一

�

（
企
画
担
当
）

常
務
理
事

西

幸
夫

�

（
営
農
経
済
復
興
担
当
）

常
務
理
事

佐
藤　

忠
夫

�

（
金
融
共
済
担
当
）

常
任
監
事

須
田　

晃
一

常
任
監
事

狩
野　

武
雄

福
島
地
区
役
員
代
表

末
永　

喜
広

伊
達
地
区
役
員
代
表

石
上　

一
成

安
達
地
区
役
員
代
表

安
齋　

雅
由

そ
う
ま
地
区
役
員
代
表

高
野　

邦
弘

　

ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組
合
は
、
組
合

員
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
第
10
回
通

常
総
代
会
を
無
事
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と

を
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
10
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
第
４
回
定

例
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
組
合
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
合
併
10
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
に
と
っ

て
新
た
な
挑
戦
の
年
と
な
り
ま
す
。
近
年
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
、
気
象
変
動
、
国

際
競
争
の
激
化
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
進
展
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

代
表
理
事
専
務

髙
木　

正
勝

代
表
理
事
組
合
長

�

三
津
間　

一
八

に
対
応
す
る
た
め
、「
第
４
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
、「
食
料
・
農
業
戦
略
」「
地
域
く

ら
し
戦
略
」「
経
営
基
盤
強
化
戦
略
」「
広
報

戦
略
」
を
柱
に
、
持
続
可
能
な
産
地
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
「
次
代
に
つ
な
ぐ
日
本
一
の
産
地
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
特
に
地
域
に
適
し
た
品
目

の
選
定
、
先
進
技
術
の
導
入
、
農
業
後
継
者

の
育
成
を
強
化
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
県
や
管
内
各
市
町
村
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
食
材
安
全
保
障
や

Ｄ
Ｘ
推
進
の
視
点
か
ら
、
時
代
に
即
し
た
新

た
な
農
業
の
在
り
方
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
組
合
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
歩
み
、
持
続
可
能
な
農
業
の
未

来
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

代表理事
あいさつ
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グルテンフリーで

身体に優しく
美味しい！

グルテンフリーで

身体に優しく
美味しい！

グルテンフリーで

身体に優しく
美味しい！

グルテンフリーで

身体に優しく
美味しい！

�����������
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▲�ウォーキングを楽しむ参加者▲�テープカットを行う髙橋町長㊥

１
５
５
人
が
参
加

第
１
回
い
き
い
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
そ
う
ま
地
区
本
部
は
「
令
和
７
年
度

第
１
回
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
組
合
員
や
地
域
住
民
ら

１
５
５
人
が
参
加
し
、
約
５
㌔
の
コ
ー
ス

を
交
流
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
記
念
品
「
天
の
つ
ぶ

３
０
０
㌘
」「
合
併
10
周
年
記
念
帽
子
」「
オ

リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

渡
し
、
女
性
部
鹿
島
総
合
支
部
の
部
員

が
カ
レ
ー
を
振
舞
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
運
動
で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
交
流

　

福
島
地
区
管
内
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

共
選
が
始
ま
り
ま
し
た
。
早
生
種
「
紅

さ
や
か
」や
管
内
の
主
力
品
種「
佐
藤
錦
」

な
ど
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
末

頃
ま
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
荷
が
続
く
見

込
み
で
、
管
内
で
は
約
11
㌧
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

　

三
津
間
一
八
組
合
長
ら
は
、
内
堀
雅

雄
知
事
へ
「
佐
藤
錦
」
の
出
来
栄
え
を

報
告
す
る
た
め
福
島
市
の
県
庁
を
訪
問

し
ま
し
た
。
西
幸
夫
常
務
、
佐
藤
邦
彦

営
農
経
済
部
長
、
Ｊ
Ａ
農
畜
産
物
Ｐ
Ｒ

隊
「
Ｊ
―
Ｆ
Ａ
Ｐ
」
の
関
口
涼
花
さ
ん
が

　
管
内
の
こ
ど
も
食
堂
へ
米「
天
の
つ
ぶ
」

５
㎏
と
米
１
２
０
㎏
相
当
の
商
品
券
を

各
3
カ
所
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
し
た
の
は
、
伊
達
地
区
が
運
営

す
る
子
ど
も
食
堂
・
み
ん
な
の
食
堂
「
よ

り
そ
い
食
堂

り
ょ
う
ぜ
ん
」、「
よ
り

そ
い
食
堂

や
な
が
わ
」、
そ
う
ま
地
区

が
運
営
す
る
未
来
館
か
み
ま
の
「
み
ん

な
の
食
堂
」
で
す
。

　

贈
呈
に
は
、
三
津
間
一
八
組
合
長
や

　

福
島
県
が
皇
室
や
宮
家
へ
献
上
す
る

桃
「
献
上
桃
」
が
今
年
も
桑
折
町
産
の

桃
「
あ
か
つ
き
」
に
決
定
し
、
県
か
ら

桑
折
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
献
上
桃
決
定
通

知
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
同
町
産
の

桃
が
選
ば
れ
る
の
は
１
９
９
４
年
か
ら

32
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　
同
町
役
場
で
開
か
れ
た
献
上
桃
決
定

通
知
交
付
式
に
は
、
県
北
農
林
事
務
所

の
宍
戸
潤
一
所
長
、
桑
折
町
の
髙
橋
宣

甘
酸
っ
ぱ
い
赤
い
宝
石

32
年
連
続
桑
折
町
に
決
定

サ
ク
ラ
ン
ボ
出
荷
最
盛
期

献
上
桃
決
定
通
知
交
付
式

▲�内堀知事に佐藤錦を贈呈する三津間組合長ら▲�未来館かみまの「みんなの食堂」

▲�決定通知交付式に参加した関係者ら

▲�出荷作業をする職員▲�子ども食堂・みんなの食堂「よりそい食堂 りょうぜん」

▲�通知書を受け取る半澤理事

5月28日・6月16日

管
内
の
こ
ど
も
食
堂
３
カ
所
へ

お
米
贈
呈

６月１３日・１６日

6月10日6月8日
　

日
本
郵
便
の
ふ
る
さ
と
小
包
と
し
て

新
た
に「
献
上
桃
の
郷　
桑
折
町
の
モ
モ
」

の
カ
タ
ロ
グ
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

福
島
県
を
は
じ
め
、
全
国
の
郵
便
局
で

２
日
よ
り
申
込
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

桑
折
町
の
桑
折
郵
便
局
で
開
い
た
販

売
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
髙
橋
宣
博

桑
折
町
長
や
桑
折
郵
便
局
の
神
藤
厚
局

長
、
Ｊ
Ａ
の
石
上
一
成
伊
達
地
区
役
員

代
表
ら
が
出
席
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

「
献
上
桃
」ふ
る
さ
と
小
包
に

桑
折
町
の
モ
モ
販
売

開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

6月2日

同
席
し
、
内
堀
知
事
に
「
佐
藤
錦
」
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
三
津
間
組
合
長
は
「
今

年
は
着
果
量
が
少
な
い
が
、
例
年
に
勝

る
お
い
し
さ
。
福
島
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
日

本
一
の
お
い
し
さ
だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
味
わ
っ
た
内
堀
知
事
は
「
甘

み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
お
い
し
い
。

食
べ
る
と
と
て
も
元
気
に
な
る
味
だ
」

と
絶
賛
し
ま
し
た
。

髙
木
正
勝
専
務
、
須
田
淳
一
常
務
ら
が
、

各
食
堂
を
訪
れ
贈
呈
し
ま
し
た
。
三
津

間
組
合
長
は
「
子
ど
も
食
堂
は
地
域
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
お
米
を
活

用
し
て
提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
手
渡
し

ま
し
た
。

博
町
長
、
Ｊ
Ａ
半
澤
正
志
理
事
ら
関
係

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
宍
戸
所
長
か
ら

半
澤
理
事
へ
決
定
通
知
書
を
手
渡
し
し

ま
し
た
。

　

半
澤
理
事
は
「
部
会
と
連
携
し
て
高

品
質
な
桃
を
献
上
し
た
い
。今
後
も
Ｊ
Ａ
、

町
が
一
体
と
な
り
桑
折
町
の
桃
の
産
地

維
持
そ
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
髙
橋
町
長
は
「
桑
折
町

の
桃
を
農
家
と
共
に
歴
史
と
文
化
を
守

り
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。
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ア
グ
リ
ー
ド
み
ら
い
は
、
初
の
現
地

視
察
研
修
会
を
開
き
管
内
の
先
輩
桃
農

家
と
キ
ュ
ウ
リ
農
家
の
も
と
を
訪
れ
、

経
営
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
会
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
36
人
が

参
加
し
た
研
修
会
で
は
、
桃
を
栽
培
す

る
伊
藤
由
英
さ
ん
と
、
Ｊ
Ａ
が
委
託
す

る
「
農
の
達
人
」
の
キ
ュ
ウ
リ
農
家
佐

藤
清
和
さ
ん
の
ほ
場
を
視
察
し
、
栽
培

管
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
地
域
に
根
差
し
た
農
家
に

な
る
た
め
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
貴

重
な
時
間
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲�福島市立庭坂小学校の児童 ▲�八巻職員の指導を熱心に聞く参加者

▲�熱心に質問する参加者

次
世
代
農
業
者
組
織

ア
グ
リ
ー
ド
み
ら
い

先
輩
農
家
視
察
研
修
会

小
学
生
が
田
植
え
体
験

持
続
可
能
な
農
業
目
指
す

福
島
市
立
矢
野
目
小
学
校・

福
島
市
立
庭
坂
小
学
校

ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
現
地
指
導
会

　
福
島
市
立
矢
野
目
小
学
校
で
開
か
れ

た
教
室
で
は
児
童
55
人
が
参
加
し
、
も

ち
米
「
こ
が
ね
も
ち
」
を
植
え
ま
し
た
。

児
童
は
「
食
べ
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
苗

を
植
え
る
の
は
む
ず
か
し
く
大
変
だ
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

福
島
市
立
庭
坂
小
学
校
で
は
、
児
童

43
人
が
先
生
役
の
協
力
農
家
６
人
と
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」を
植
え
ま
し
た
。児
童
は「
土

が
気
持
ち
い
い
。
ど
う
す
れ
ば
ま
っ
す
ぐ

　

安
達
地
区
本
部
は
、
遊
休
ハ
ウ
ス
や

水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
ブ

ド
ウ
現
地
指
導
会
を
二
本
松
市
で
開
き

ま
し
た
。

　
指
導
会
に
は
生
産
者
５
人
が
参
加
し
、

定
植
２
年
目
の
摘
粒
作
業
や
着
房
管
理
、

摘
芯
や
袋
か
け
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
園
芸
課
の
八
巻
祐
亮
職
員
は
栽
培

管
理
を
実
演
し
な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。

　
あ
だ
ち
支
援
学
校
高
等
部
の
生
徒
11

人
は
、本
宮
市
の
あ
だ
ち
支
援
農
場
で「
紅

は
る
か
」
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。
同

校
は
今
年
の
４
月
に
開
校
し
た
ば
か
り
で
、

生
徒
が
農
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
作

業
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
や
職
業
や

家
庭
の
生
活
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ

安
達
地
区
が
農
福
連
携
事
業
に
参
加
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。

　
当
日
は
Ｊ
Ａ
安
達
地
区
営
農
企
画
課

の
安
斎
弥
寿
裕
さ
ん
が
苗
の
植
え
方
に

つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生

徒
は
「
美
味
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
育
つ
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

安
達
地
区
初
の
農
福
連
携
事
業

支
援
学
校
で

サ
ツ
マ
イ
モ
定
植

▲�苗を植える生徒

5月23日

6月5日

6月11日5月22・27日

　
福
島
地
区
管
内
で
は
福
島
北
警
察
署

と
連
携
し
て
６
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
者
へ
盗
難
防

止
を
呼
び
掛
け
る
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
北
信
地
区
の
防
犯
指

導
隊
、
Ｊ
Ａ
農
振
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
各
果

樹
専
門
部
会
の
部
員
ら
が
収
穫
間
際
の

園
地
を
巡
回
し
生
産
者
に
向
け
て
盗
難

対
策
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
末
永
喜
広
理
事
は
「
数
少

な
い
貴
重
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
し
っ
か
り
出

荷
で
き
る
よ
う
に
守
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

地
域
全
体
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
守
る

盗
難
防
止
広
報

パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

▲�パトロールをする末永理事と防犯指導隊

6月11日

　

伊
達
地
区
本
部
は
、
食
農
教
育
の
一

環
と
し
て
第
１
回
「
サ
ン
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ア
グ
リ

ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
伊
達
市
立
大

田
小
学
校
の
全
校
児
童
１
０
３
人
を
対

象
に
イ
チ
ゴ
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
伊
達
地
区
営
農
経
済
課
の
清
野

公
弘
課
長
が
イ
チ
ゴ
の
特
徴
や
栽
培
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は

イ
チ
ゴ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
興
味
津
々

に
答
え
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
を
収
穫
し
た

児
童
は
「
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん

あ
っ
た
」「
１
０
０
個
も
食
べ
て
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。 ▲�いちごを頬張る児童

い
ち
ご
で
お
腹
い
っ
ぱ
い

サ
ン
Ｓ
Ｕ
Ｎ

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

5月28日
　
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で

２
０
２
５
年
度
青
果
物
・
花
き
共
販
推

進
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　
福
島
県
県
北
農
林
事
務
所
の
宍
戸
潤

一
所
長
を
は
じ
め
、市
場
・
流
通
関
係
者
、

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
１
３
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
独
自
に
行
っ
た
生
産
費
調
査
に

基
づ
い
た
再
生
産
価
格
を
市
場
に
要
請
。

三
津
間
一
八
組
合
長
は
「
福
島
の
品
質
、

食
味
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
生
産
者
の

声
を
受
け
と
め
て
要
請
価
格
で
の
販
売

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

▲�要請に耳を傾ける市場関係者ら

▲�あいさつする三津間組合長

再
生
産
価
格
を
市
場
に
要
請

令
和
７
年
度
青
果
物
・

花
き
共
販
推
進
会
議

6月12日

た
。
西
幸
夫
常
務
が
25
年
度
の
青
果
物
・

花
き
の
販
売
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
。
販
売
方
針
や
各
品
目
の
生
育
状
況
、

販
売
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
場
関
係
者
は
「
安
定
し
た
品
質
で

出
荷
を
お
願
い
し
、
産
地
の
情
報
の
共

有
や
記
念
日
を
活
用
し
た
宣
伝
販
売
を

強
化
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

植
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
」
な
ど
先
生
に

質
問
し
な
が
ら
手
植
え
を
し
て
い
ま
し
た
。
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熱中症には気を付けましょう!!
●厚生労働省は、労働安全衛生規則（省令）を改正し、
　労働者を雇用する全ての事業者に対して、
　　令和７年６月１日から
　　　　労働者への熱中症対策を義務化しました！
※パートやアルバイト・季節雇用など、形態を問わず、１人でも
雇用する農業者・農業法人は、熱中症の「★1 早期発見のための体制整備」

「★2 重篤化を防止するための実施手順の作成」「それらを作業者に周知」
するように義務付けられています。
★1　定期巡回・声かけ、複数人での行動、健康状態の把握・共有、熱中症指数測定器の設置等
★2　熱中症のおそれがある作業者を確認した場合の、対応手順書・フロー図・マニュアル等
　　　　※農林水産省で掲示用のフロー図がありますので、印刷して作業場・休憩室に掲示下さい。
　　　　　　➡「農林水産省 熱中症 対応フロー」で検索。
●労働者を雇用していない農業者でも、熱中症の恐れがある作業については、
　家族内従事者等に対する対策・周知が必要です！
　①　�できる限り炎天下やハウス内での高温作業は避け、風通しの良い場所、日陰で作業

を行うとともに、こまめな水分補給と休憩を行いましょう。
　②　体調不良の場合には、絶対に無理せず、作業は行わないようにしましょう。
　③　�可能な限り単独での作業は控え、１人で作業を行う場合については、事前に家族や

仲間・従業員に伝え、連絡体制を整えましょう。
　④　�つばの広い帽子や吸湿速乾性の服装・アームカバー、ファン付作業服、アイスリング、

ネッククーラー等を着用するなど暑熱対策アイテムを積極的に活用しましょう。
※上記を適正に行わなかった場合には以下の罰則が措置されています。
●６ヶ月以下の懲役または50万円以下の罰金（労働安全衛生法第119条）

※熱中症指数
※ 「WBGT28度以上又は気温31度以上の環境下で
　  連続１時間以上又は１日４時間を超えて実施」が見込まれる作業

対象となるのは

熱中症予防 経口補水液 お水

※作業強度や着衣の状況等によっては、上記の作業に該当しない場合であっても熱中症のリスクが高まるため、上記に準じた対応を推奨する
※なお、同一の作業場において、労働者以外の熱中症のおそれのある作業に従事する者についても、上記対応を講じることとする
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■JAふくしま未来実績（開催日／6月４日・５日）� 単位:円（税込）
性 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 72 544,790 789,800 343,200 299 1,822 288 523,163 21,627
去 95 703,884 1,046,100 413,600 330 2,133 284 722,765 -18,881
計 167 635,293 1,046,100 343,200 316 2,010 286 640,750 -5,457

■福島県家畜市場（開催日／6月４日・５日）� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 333 329 538,171 895,400 317,900 296 1,818 288 528,183 9,988
去 420 419 695,841 1,075,800 330,000 331 2,100 285 707,981 -12,140
計 753 748 626,491 1,075,800 317,900 316 1,984 287 634,127 -7,636

■乳牛せり市場（開催日／6月18日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

Ｅ Ｔ 和 雌 2 364,650 377,300 352,000 103 3,540 431,200 -66,550
Ｅ Ｔ 和 雄 6 569,800 630,300 380,600 120 4,736 544,988 24,812
乳　 雄　 牛 14 145,200 210,100 11,000 74 1,953 118,250 26,950
Ｆ１雌（スモール） 13 268,231 309,100 195,800 79 3,396 263,280 4,951
Ｆ１雄（スモール） 26 310,961 337,700 255,200 82 3,802 259,032 51,929
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大切なくだものの盗難にご注意下さい!!
●農作物の盗難事例が毎年発生しています。

●�収穫期を迎えた園地を定期的に巡回する
とともに、犯人は事前に下見をする場合
が多いといわれております。畑付近で不
審者や不審車両が徘徊しているなど、お
かしいと感じた場合は、車のナンバーな
どを控え、すぐに最寄りの警察署・交番
へ連絡しましょう!!

●�収穫後の生産物は畑から持ち帰り、倉庫
等に適切に保管する。� �
（脚立・収穫カゴ・コンテナ等は片付ける。）

●��倉庫等の扉には鍵を取り付け、必ず施錠するようにしましょう。

●盗難防止のため、センサーライトや警報装置等の設置を検討しましょう。

★フルーツパトロール隊
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� � �� � �短
歌

吾
が
頭
な
で
て
夫
は
部
屋
を
出
る

病
ん
で
る
わ
れ
は
寝
た
ふ
り
を
す
る

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

若
き
頃
「
あ
ず
さ
」
に
乗
っ
て
ル
ン
ル
ン
と

山
友
と
遊
涸
沢
奥
穂

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

洗
顔
の
朝
の
鏡
に
笑
い
か
け

今
日
会
う
人
の
笑
顔
う
か
ん
で

高
橋 

己
知
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

笹
取
り
の
足
腰
痛
み
忘
れ
去
る

孫
等
と
作
る
チ
マ
キ
の
お
い
し
さ

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

「
護
衛
隊
で
す
」
と
孫
ら
の
囲
み
お
り

飯
豊
山
に
会
い
し
祖
母
懐
し
む

林 

紀
久
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

玉
葱
の
畑
直
行
香
お
り
膳

夫
に
感
謝
手
料
理
磨
く

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

放
棄
田
の
草
叢
に
猫
昼
寝
時

ケ
ン
ケ
ン
と
雉
そ
ば
を
通
る
も

渡
辺 

陽
子
さ
ん
（
福
島
市
）

物
価
高
年
金
も
ら
い
年
金
に

長
く
居
て
ね
と
つ
ぶ
や
き
か
け
る

渡
辺 

清
幸
さ
ん
（
本
宮
市
）

番
に
て
餌
を
つい
ば
む
セ
キ
レ
イ
の

子
育
て
の
日
々
ほ
の
ぼ
の
と
見
ゆ

平
田 

一
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

驚
い
た
誰
も
教
え
は
し
な
い
の
に

高
祖
母
の
手
を
引
く
間
も
な
く
二
才

佐
久
間 

喜
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

認
知
予
防
今
日
行
く
所
と

今
日
用
を
作
り
ま
し
ょ
う

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

更
地
跡
お
茶
飲
み
友
は
都
会
人

帰
っ
て
お
い
で
よ
一
緒
に
飲
も
う

池
田 

ト
キ
ノ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

伊
勢
伊
賀
の
官
軍
焼
い
た
奈
良
の
寺

鹿
は
知
ら
ず
に
あ
の
人
達
と

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

一
輪
の
名
残
り
の
桜
風
に
揺
れ

時
は
早
し
と
吾
に
知
ら
し
む

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

母
の
日
と
三
桁
に
近
い
我
輩
に

持
ち
来
し
吾
子
も
と
お
に
姿
な
り

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

俳
句

御
衣
黄
の
花
に
う
っ
と
り
抹
茶
飲
む

阿
部 

勝
香
さ
ん
（
福
島
市
）

紫
陽
花
や
垣
根
を
背
に
し
雨
を
待
つ

志
賀 

方
次
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

時
を
見
て
燕
の
飛
来
軒
を
貸
す

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

山
の
宿
窓
よ
じ
登
る
夏
蛙

深
澤 

隆
利
さ
ん
（
桑
折
町
）

我
が
里
も
今
年
は
早
苗
が一
面
に

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

夏
の
山
緑
の
葉
っ
ぱ
目
に
優
し
い

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

川
柳

ド
ク
ダ
ミ
を
堀
る
こ
と
五
日
お
茶
に
は
遠
い

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

兄
姉
に
負
け
じ
と
競
う
ハ
イ
ハ
イ
ひ
孫

今
井 

知
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

炎
天
だ
我
顔
黒
く
桃
赤
く

佐
野 

敏
雄
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

震
災
も
お
ち
つ
き
戻
り
笑
顔
咲
く

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

老
美
人
孫
に
ほ
め
ら
れ
う
す
化
粧

須
賀 

深
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

日
焼
け
ど
め
塗
っ
て
出
陣
草
退
治

阿
部 

カ
ツ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

ク
イ
ズ
で
す
家
に
は
あ
る
が
店
に
な
い
物

官
野 

て
つ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

補
植
す
る
田
圃
に
老
爺
日
の
出
前

草
野 
育
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

と
き
め
き
を
探
し
て
つ
な
げ
て
老
い
の
笑
み

鴫
原 

美
智
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

「
あ
な
た
し
か
」
殺
し
文
句
は
今
も
生
き

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

米
は
命
国
の
命
は
若
人
に

鈴
木 

光
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

農
繁
期
一
人
自
前
の
大
型
機

志
賀 

美
恵
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

お
な
か
一
杯
食
べ
な
さ
い
今
禁
句

豆
仁
丹
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

曖
昧
な
空
に
兼
用
傘
を
持
つ

遠
藤 

ゆ
う
こ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

期
待
こ
め
冷
し
ア
ン
ポ
柿
ご
賞
味
あ
れ

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

保
冷
庫
に
米
も
キ
ャベ
ツ
も
あ
る
至
福

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

大
の
里
雲
竜
型
初
披
露

清
野 

健
一
さ
ん
（
福
島
市
）

然
り
げ
な
い
愛
の
一
声
福
を
呼
ぶ

渡
邊 

等
さ
ん
（
国
見
町
） 
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